
平成２２年５月２７日 
学 校 長 様 

群馬県小中学校教育研究会情報教育部会 
部会長 松 村 晃 人 

(公印省略) 

「先生のためのデジタルテレビ・ＩＣＴ活用講座」の開催について 

日頃より、放送・情報教育の推進にご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。 
さて、ＮＨＫの学校放送番組やデジタル教材の授業での活用をサポートする「先生のためのデジタルテレビ 

・ＩＣＴ活用講座」を下記のとおり開催いたします。これは近年ＮＨＫが積極的に普及促進を図っているデジ 
タル教材について、実際に触れていただくとともに、教育現場での効率的な活用法についてワークショップ 
形式で行うものです。 
「講座」では、ＮＨＫ教育テレビで放送している番組を、さらに番組に連動したデジタルコンテンツを、 

パソコンを使ってより効果的な授業を行うにはどうすればいいのか、また年間計画の中での位置づけ、単元 
構成のありかた等について、メディア教育研究者・専門家、実際に放送・デジタル教材を先験的に授業に 
生かしておられる現場教師、さらにＮＨＫ番組制作者も交えて、参加された皆さんと一緒に考えていきます。 
つきましては、夏季休業中とはいえお忙しいことと存じますが、貴校情報教育主任や関係教職員の皆様に 

ご案内いただくとともに、参加についてお勧めいただきたくお願いいたします。 

記 

１．名 称 「先生のためのデジタルテレビ・ＩＣＴ活用講座」 
― 社会「見える歴史」番組の活用法 ― 

２．日 時 平成２２年７月２８日（水） 午後１時００分～午後４時３０分 

３ 会 場 群馬県生涯学習センター ３Ｆ視聴覚室 
[〒371-0801 群馬県前橋市文京町 2-20-22 電話：027-224-5700] 

４．主 催 群馬県小中学校教育研究会情報教育部会、ＮＨＫ前橋放送局、群馬県放送教育連絡協議会 

５．共 催 財団法人 日本放送教育協会 

６．後 援 群馬県教育委員会 

７．対 象 学校教員、教育関係者など(定員 60 名/使用する会場の関係のため) 

８．講 師 ■稲垣 忠 准教授（東北学院大学） 
【講師プロフィール】 

専門分野は、情報教育・教育工学。2000 年 3 月金沢大学大学院教育学研究科修了（教育学修士）、2003 年 3 月 

関西大学大学院総合情報学研究科博士課修了（情報学博士）。2003 年 4 月東北学院大学教養学部人間科学科専任 

講師(2006 年より准教授）。2007 年日本教育工学会論文賞受賞。これまで NHK 学校放送番組、特に小学校総合的 

学習番組の企画協力委員として長らく番組のデジタル教材の開発、 また、 番組・デジタル教材を活用した授業研究、 

各種利用調査・データ分析にも携わる。 

■菅原 弘一 先生（仙台市教育委員会 確かな学力育成室指導主事） 
【講師プロフィール】 

これまで勤務してきた宮城県内の公立小学校は６校。そして、2007 年から現職で、主に「学力向上」を担当。NHK 

学校放送関係では、これまで「見える歴史」をはじめとして小学校 社会科番組、さらに、「おこめ」等の総合学 

習番組などの番組の企画協力委員として、放送及びデジタル教材（「ワークシート」等）の開発にかかわる。また 

それらを活用した先進的な授業のありかた・方法等について、指導・助言者の立場から各地域、各方面で活躍。 

９． 内 容 先進的な授業 ・ 利用研究に取り組んでいる教育専門家による 「模擬授業(ワークショップ）」 
・「授業実践報告」、また、メディア教育の研究者の指導による実践研究交流。 

１０．申し込みおよび問い合わせ先 
下記申込用紙を事務局に郵送かＦＡＸ、または必要な情報を mail等で伝えて申し込んでください。 

事務局：前橋市立大胡東小学校 教諭 堀澤 直樹 宛 
住 所：３７１－０２２４ 前橋市河原浜町８７０－１ 
電 話：０２７－２８０－２３３２ ＦＡＸ：０２７－２８３－１２２２ 
E­mail：  horisawa@mail.menet.ed.jp 

１１．締め切り 
平成２２年６月３０日（水） 
※先着順に受け付けます。定員(６０人)を超えた場合に限り、学校、又は、自宅へご連絡いたします。 
連絡がない場合は、予定通りにご参加ください。 
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